
「
社
会
保
障
再
生
計
画
」
の
実
行

ム
ダ
一
掃
・
富
裕
層
・
大
企
業
へ
の

応
分
の
負
担
で

社
会
保
障
を
良
く
す
る
「
第
１
段
階
」

と
し
て
、
小
泉
内
閣
以
来
の
「
構
造
改

革
」
路
線
で
大
き
く
崩
さ
れ
た
社
会
保

障
を
再
生
さ
せ
る
「
社
会
保
障
再
生
計

画
」
を
作
成
し
、
そ
の
実
行
に
た
だ
ち

に
着
手
し
２
０
１
０
年
代
末
ま
で
に
達

成
。医

療
費
の
窓
口
負
担
を
「
子
ど
も
は

無
料
、
現
役
世
代
は
２
割
、
高
齢
者
は

１
割
」
に
引
き
下
げ
る
、
毎
年
の
年
金

額
を
自
動
的
に
削
減
す
る
制
度
（
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
）
を
廃
止
し
、
年
金

額
が
減
ら
な
い
信
頼
で
き
る
制
度
に
す

る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所

の
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
な
ど
、
こ
の

間
の
「
構
造
改
革
」
路
線
で
崩
さ
れ
た

社
会
保
障
を
立
て
直
す
。

そ
の
財
源
は
、
大
型
開
発
や
軍
事
費

を
は
じ
め
税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
の
一
掃

と
、
富
裕
層
・
大
企
業
優
遇
の
不
公
平

税
制
を
見
直
す
と
と
も
に
、
新
た
に

「
富
裕
税
」
「
為
替
投
機
課
税
」
「
環

境
税
」
な
ど
導
入
す
る
こ
と
で
ま
か
な

う
こ
と
。

に
い
が
た
私
学
争
議
団
支

援
共
闘
会
議
で
は
、
最
高
裁

で
上
告
を
受
理
し
審
議
入
り

さ
せ
る
た
め
、
10
万
人
署
名

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
署
名
を
成
功
さ

せ
る
た
め
文
化
集

会
を
開
催
し
広
く

市
民
へ
訴
え
宣
伝

し
ま
す
。

集
会
は
７
月
15

日
・
新
潟
駅
南
口

広
場
で
開
催
し
ま

す
。

７
月
15
日
（
日
）

新
潟
駅
南
口
広
場

実
行
委
員
会
で
具
体
的
な
企
画
な
ど

議
論
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第

報
告
し
ま
す
。

当
日
は
多
く
の
方
々
の
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
に
な
り
ま
し
た
。
新
緑
か
ら
梅

雨
に
入
り
ま
す
。
時
間
が
過
ぎ
る
の
が

早
い
で
す
ね
。

職
場
は
、
転
勤
や
出
向
、
退
職
と
社

員
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
職

場
の
フ
ロ
ア
ー
が
広
く
感
じ
ま
す
。

旅
客
会
社
で
は
、
検
修
外
注
化
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

貨
物
会
社
は
、
黒
字
経
営
へ
必
死
で

す
。
そ
の
た
め
に
労
働
者
を
合
理
化
し

て
６
０
０
０
人
を
割
る
人
員
へ
強
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

反
合
理
化
・
労
働
条
件
改
善
を
職
場

か
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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国
鉄
新
潟

ＪＲ東日本では、５月２９日・６月５日に、

本部・本社間で検修外注化の提案がされまし

た。

地本では提案を受けて、緊急ですが対策会

議を開催します。国労東日本本部から矢部執

行委員が対策会議に出席し説明されます。

各職場の組合員の出席をよろしくお願いし

ます。


